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第８次交通安全基本計画第８次交通安全基本計画

●●基本理念（抜粋）基本理念（抜粋）

・人命尊重の理念に基づき、・人命尊重の理念に基づき、究極的には究極的には
交通事故のない社会交通事故のない社会を目指す。を目指す。

・欧米諸国と比較し、交通事故死者数に・欧米諸国と比較し、交通事故死者数に
占める歩行者の割合が高く占める歩行者の割合が高く「人優先の交「人優先の交

通安全思想の下、歩道の整備等により歩通安全思想の下、歩道の整備等により歩
行者の安全確保」行者の安全確保」を図ることが重要を図ることが重要

◆対 策

少子高齢社会への対応
・今後の急速な高齢化を踏まえると、高齢
者にとって、安全で安心な交通社会の形成
が必要である。
・安心して子どもを生み、育てることができ
る社会を実現するためには、子どもを交通
事故から守る対策が一層求められる。

国民自らの意識改革
・交通社会に参加するすべての国民が、交
通事故のない社会を目指し、意識を再確
認するべきである。
・住民が、自ら交通安全に関する活動にか
かわり、積極的に関与していくような仕組
みづくりが必要である。

歩行者の安全確保
・我が国では、交通事故死者数に占め
る歩行者の割合が３割を超え、欧米諸
国と比較して高い割合となっている。

・人優先の考えの下、通学路、生活
道路、市街地の幹線道路等において
歩道の整備等による歩行空間の確保
を一層積極的に進めるなど、歩行者の
安全確保を図る対策を推進する。

ＩＴの活用
・ＩＴは、人間の認知や判断等の能力や活動
を補い、不注意によるミスを打ち消し、被害
を最小限にとどめるなど、交通安全への貢
献が期待できる。なかでも、ＩＴＳの取組を推
進する。

４４ つつ のの 視視 点点

資料－３
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国が目指している方向性国が目指している方向性

●●死者削減数値目標死者削減数値目標
平成２４年までに、交通事故死者数を全平成２４年までに、交通事故死者数を全

国で国で ５，０００人以下とし、世界一安全な道５，０００人以下とし、世界一安全な道
路交通の実現を目指す。路交通の実現を目指す。

平成２２年までに、平成２２年までに、全国５，５００人以下全国５，５００人以下をを
目指す。目指す。石川県は５８人以下を目指す石川県は５８人以下を目指す。。

※※石川県石川県 Ｈ１６Ｈ１６→→６６５名死亡、Ｈ１７５名死亡、Ｈ１７→→７５名死亡７５名死亡

昨年は事故件数・死傷者数ともに減少

平成18年12月31日現在

増減

▲▲８８..４４▲▲７２２７２２８８,,６０８６０８７７,,８８６８８６発生件数

▲▲６５６５▲▲１５１５２３２３８８
国が管理
する国道

▲▲８８..３３▲▲８９０８９０１０１０,,６８２６８２９９,,７９２７９２負傷者数

▲▲１３１３▲▲１０１０７５７５６５６５死者数

人 ％
Ｈ１７Ｈ１８

石川県内交通事故発生状況

年別
区別
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石川県の交通事故死者数と負傷者数の推移

死者数

負傷者数

183人
（1972年）
過去最多

11,952人
（2000年）
過去最多

2004年：６５人
2005年：７５人
2006年：６５人

126人
(1991年)

2006年◇死者数６５人→統計史上２番目の少なさ。過去最悪1972年の35.5％

◇負傷者数9,792人→1995年以来11年ぶりに1万人を下回った。

9,792人
(2006年)

64人

73人

65人

6,352人806人
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石川県 70.7%

全国 82.4%


